
事例３ 豆のちから（就労継続支援 B 型事業所） 

 
【施設概要】 
法人名 特定非営利活動法人まつかぜの会 
事業所名 とうふ工房豆のちから 
事業種別 就労継続支援 B 型 
利用者定員 定員 32 名 現員 29 名 
職員数  
事業所所在地 千葉県松戸市緑ヶ丘 2-349 
URL http://mamenochikara.com/ 

 
【事業概要】 
就労事業として豆腐や菓子などの自主生産品、豆腐や菓子類の仕入れ販売、受注業務（軽

作業）、施設外就労を行っている。受注作業は月によって作業量が安定しないので、自主製

品の豆腐製造に力を入れたい。平均月額工賃は平成 27 年度 17,289 円だったが、平成 28 年

度は 18,000 円を目標にしている。 

 
 
平成 28 年度平均月額目標工賃  18,000 円 
 
 

http://mamenochikara.com/


【直面する問題】 
＜自主製品＞ 
手作り豆腐、豆腐関連製品の仕入れ品を、イベント販売・移動販売・委託販売・店舗販

売している。昨年度、注文販売に切り替えることによって、できるだけ人手をかけず、廃

棄を減らす戦略をとったが、実際、切り替えてもらうのは難しい。また製造に人手が不足

している 
取り組む課題 １．効率の良い販売方法は何か 

２．製造の人手不足をどう補うか 
３．賞味期限切れ等による廃棄は出さない 

対策 
 

・移動販売を担当している職員がそれぞれのルートを把握

していなかった。そのため職員が休むと、そのルートも

休みになっていた。ルートマップを作成し、担当の職員

がいないときでも販売が行えるようにした。 
・いつも出る商品や適正な在庫数を把握していなかった。

売上在庫表を作成し、売るものがないとう状況を改善す

るよう努めた。 
・売上在庫表で適正な在庫、発注に努めた。 
・製造のメンバーを増やした。職員が担当していた工程を

利用者に引き継いだ。 
・製造だけではく、販売の会計係も利用者に引き継いだ。 
・広報活動はラジオ番組に出演、Facebook で PR,スタン

プカードも継続 
成果 ・製造にかかわる利用者が増えたことで製造数が上がっ

た。その結果、販売に持ち出す数が増えて、商品切れが

なくなり、売り上げが伸びた。 
・廃棄をなくすことにこだわり過ぎるあまり、製造数や発

注数が少ないときがあった。売上機会を逃さないよう、

来年度から注意をする。 
・売上在庫表は 10 月から運用。継続していく。 

ポイント 製造工程の工夫 
解説 自主製品や仕入れ販売を強化したいということですが、次

のことから「モノ」が十分にないため販売機会を失ってい

たようです。：「廃棄を気にしすぎて品薄になっていた」「製

造数が上がったら販売する数が増えたので、品切れを起こ

さずに売り上げが伸びた」。 
今まで職員がやっていた製造を、工程を組みなおし、利用



者が関われるようにしたのは良かったと思います。 
昨年、店舗を使った「豆腐作り親子体験教室」を行うとい

う計画がありました。このような体験はお店とお客さんと

の関係を強くするので、小規模店には良い販促手法といえ

るでしょう。 
 
 
【取り組み期間における目標工賃達成見込み】 
問題解決にあたっては、現状分析をし、課題を設定し、対策を立て、実践と振り返りを行

った。実践期間は平成 28 年 3 月～平成 29 年 3 月で、その成果は下記の通り。 
平成 28 年度では目標月額平均工賃 18,000 円を達成する見込み。（平成 28 年 3 月 1 日 
発表資料による） 
 

 
 
 
添付：豆のちから 工賃向上パワーアップワークショップ成果報告書 
 
 
 
 



工賃向上ワークショップ（H28年度） 

 
成果報告 

特定非営利活動法人まつかぜの会 
就労継続支援Ｂ型事業所 

とうふ工房豆のちから 
支援員  浦野 匡介 



とうふ工房豆のちからの紹介① 
ＮＰＯ法人まつかぜの会は、障がい
者が地域で働き、自立した生活を営
む社会を実現し、障がい者の支援活
動を通して社会福祉に寄与すること
を目的に発足しました。 

とうふ工房豆のちからは、知的障が
い者の就労の場です。地域の中で
生き生きと生活し、働く場を作りたい
という思いが、かたちになりました。 

 

定員（利用者数）３２名（２９名） 

平均工賃（前年度） １７,２８９円 

 【参加動機】 

 利用者が自立できるような工賃を
支払おうとする中で、工賃を向上
していくためにはどうしたらいいの
か？ 



とうふ工房豆のちからの紹介② 
 【自主製品製造・販売】 
 仕入れた豆乳で豆腐やプリン、ドーナツを製造
し、販売します。 

 【仕入れ販売】 
 木綿豆腐や菓子製品等を仕入れ、販売します。 

 【受注】 
 企業から、ネジの検品やメモの袋詰め等の作
業を受注します。また施設外就労として病院で
の洗濯業務や北松戸工業団地内の製造工場
で作業をしています。 



豆のちからの環境と課題① 
良い変化/追い風 

・健康志向のＴＶなどが多く放送される 
・住宅街、高齢者が多い 
・食に関する講演会が多い 
 

悪い変化/逆風 
・価格の安い豆腐がスーパーなどで売られて
いる 
・人が代わって販売や製造の体制が落ち着か
ず、職員の体制がとりにくい 

資源/長所 
・お店の場所が解りやすい、説明しやすい 
・人気商品（おからドーナツ）がある 
・Facebookを始めた 
・国産大豆１００％使用で無添加 
・季節の野菜を販売している 
・米販売を始めた 
・Facebookの友達が増えた 

課題/短所 
・効率の良い販売がなかなか難しい 
・発注数をよむ難しさ（天気・季節の影響等） 
・新商品がないので目新しい商品がない 
・担当外の移動販売先に詳しくない 
 



豆のちからの環境と課題② 



どのような戦略なのか見ていきましょう 



目標と戦略 
 【目標平均工賃】 

       １８,０００円 

 【戦略】 

 効率を追求する 

 自主製品事業の強化。 

 ・製造数のアップ。 

 ・Facebookや通信等による広報活動。 

 ・廃棄を無くす。 

  

  



主なアクションスケジュール 

販売効率
アップ 
 
製造数アップ 
 
Facebook 
 
廃棄を無くす 
 
 

ルートマップ作成 

利用者へ製造指導 

絹豆腐の特集や手作りを感じてもらえるような投稿 

在庫表の作成 

⑦ ⑧ ⑨ ⑪ ⑩ ⑫ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

試用・修正後運用 

月 



実践 自主製品事業を強化しよう！① 
１ 製造数を上げていこう！ 

工房のメンバーに欠員が出た場合
補える人がいなかったため、メン
バーを３人増やし、ひととおり覚え
ていただく事でカバーできる体制を
整えた。 

【結果】 

職員が担当していた製造工程、カ
バーしてきた役割を利用者に引き
継いでいただく事で、職員に時間
的な余裕ができ、目の行き届いた
支援が出来るようになり、製造数も
徐々に上がってきた。 

２ 広報活動を盛り上げ、売上アッ
プにつなげよう！ 

FacebookでのＰＲを強化した。利用
者の方々の普段の様子以外に、工
房の様子やおすすめの商品の紹
介など「作り手」の事がわかるよう
な工夫をした。 

【結果】 

体感できるほどの効果は感じられ
なかったが、閲覧数も増え、感触と
しては良好。 



実践 自主製品事業を強化しよう！② 

 ３ 正確な製造数や発注で廃棄を
無くそう！ 

 在庫表を作成し、在庫の数だけで
なく売り上げも出るようにした。こ
れにより「何が・どこで・どれくらい」
売れたかを把握できるようにした。 

  

 【結果】 

 廃棄を無くすことにこだわり過ぎる
あまり、製造数や、発注数が少な
い時があった。 

 またデータが少なく、未だに改善
点が多く出てくる不完全なものな
ので、随時更新して来年度も継続
して行えるように改善が必要に
なった。 





今年度実績① 
製造数が上がった結果、販売に
持ち出す数が増え、商品が足り
なくなることがなく、売り上げも
伸びた。 
 
在庫表を運用し始めた１０月以
降は販売の売上がやや伸びた。 
 
 
しかし全体的に見ると販売関連
は伸び悩んでいる。 



今年度実績② 
【前年度】 
１７，２８９円 
 
【今年度目標】 
１８，０００円 
 
【今年度見込み】 
１８，１３０円 

目標達成！！ 
（見込み） 



ワークショップを通して感じた事 
自主製品の強化を掲げていたところで、
仕入れ販売とともに伸び悩んでしまっ
たのは、自分の力不足だと感じました。 

ただ、工賃向上について考えていく中
で、工賃に対して利用者にどう向き
合ってもらうか、その価値とは何かな
ど、単純に工賃について考える機会が
増えました。 

実践した戦略で利用者に仕事を引き
継いでいただく事について述べました
が、以前は職員がやるような製造工程
でも、仕事の細分化や、そもそもの作
り方を簡略化することによって利用者
が出来る仕事に変えられたのが良
かったと思います。 

 またその利用者も事業所に来る目的
が明確になり、自分で作った商品を
売る事に対してやりがいを感じていて
いるようです。そういう中で工賃を受
け取っているということに支援員とし
て非常にやりがいを感じました。 

 今後も利用者の仕事を大事にしなが
ら工賃向上に取り組んでいきたいと
思います。 



ご清聴ありがとうございました。 
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